
　
　
　

小
島
孝
之
自
叙
略
歴
な
ら
び
に
著
述
目
録

昭
和
十
八
年
十
月
十
六
日
、
東
京
都
立
川
市
高
松
町
三
丁
目
に
お
い
て
、
父
陽
吉
郎
、
母
英
子
の
長
男
と
し
て
出
生
。
生
後
三
日
目

に
新
生
児
黄
疸
を
発
症
し
、
医
師
よ
り
生
育
不
可
の
診
断
を
受
け
る
も
、
辛
う
じ
て
命
を
取
り
留
め
る
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
、
事
故
で
脊
椎
骨
折
。
そ
れ
が
元
で
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
発
症
。
歩
行
困
難
に
よ
り
、
二
年
間
寝
た
き
り
の
生
活

を
送
る
。

昭
和
二
十
六
年
四
月
、
立
川
市
立
羽
衣
小
学
校
に
一
年
遅
れ
て
入
学
。
当
時
の
森
豊
三
郎
校
長
の
温
情
で
、
通
学
し
た
の
は
一
年
間

に
数
日
だ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
年
生
に
進
級
で
き
た
。

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
小
学
二
年
生
よ
り
、
母
の
送
迎
に
よ
り
、
ほ
ぼ
皆
勤
。

昭
和
二
十
八
年
四
月
、
小
学
三
年
生
よ
り
、
ほ
ぼ
自
力
で
通
学
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
三
十
年
三
月
、
小
学
五
年
。
カ
リ
エ
ス
再
発
。
そ
れ
ま
で
の
病
院
を
変
え
、
生
涯
の
主
治
医
と
な
っ
た
佐
藤
久
医
師
に
よ
り
、

発
病
後
初
め
て
抗
生
物
質
の
投
薬
を
受
け
る
。
休
学
が
ち
に
時
々
登
校
。
翌
年
春
に
は
症
状
が
軽
快
し
、
六
年
生
に
進
級
。

昭
和
三
十
二
年
三
月
、
立
川
市
立
第
六
小
学
校
卒
業
（
在
学
中
に
校
名
改
称
）

昭
和
三
十
二
年
四
月
、
立
川
市
立
第
二
中
学
校
入
学

昭
和
三
十
五
年
三
月
、
立
川
市
立
第
二
中
学
校
卒
業

昭
和
三
十
五
年
四
月
、
東
京
都
立
立
川
高
等
学
校
入
学

昭
和
三
十
六
年
二
月
、
カ
リ
エ
ス
再
度
再
発
。
高
校
を
休
学
し
、
一
年
間
入
院
。
抗
生
物
質
（
カ
ナ
マ
イ
）
の
投
与
を
受
け
続
け
る



が
、
副
作
用
で
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
り
、
記
憶
力
も
減
退
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
、
一
学
年
下
の
学
年
に
復
学
。
同
級
生
た
ち
と
相
計
り
、
落
語
研
究
会
を
作
る
。

昭
和
三
十
九
年
三
月
、
東
京
都
立
立
川
高
等
学
校
卒
業
。

昭
和
四
十
年
四
月
、
東
京
大
学
文
科
Ⅲ
類
に
入
学
。
入
学
後
二
週
間
目
に
、
肋
膜
炎
発
症
、
休
学
。
母
が
、
大
学
に
休
学
届
を
出
し

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
学
生
課
の
窓
口
で
、
正
式
な
休
学
に
せ
ず
、
友
人
に
ノ
ー
ト
を
借
り
て
、
学
期
末
試
験
だ
け
受
け
た
ら
よ

い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。
ク
ラ
ス
担
任
の
杉
山
好
先
生
は
こ
れ
を
知
り
、
同
級
生
に
ノ
ー
ト
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う

に
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
り
、
多
く
の
同
級
生
が
、
自
分
の
ノ
ー
ト
を
綺
麗
に
ま
と
め
た
も
の
を
作
成
し
て
提
供
し
て
く
れ
た
。

杉
山
先
生
と
同
級
生
た
ち
の
お
か
げ
で
、
休
学
せ
ず
に
駒
場
の
二
年
間
を
乗
り
切
れ
た
。

昭
和
四
十
二
年
四
月
、
文
学
部
国
語
国
文
学
科
に
進
学
と
同
時
に
、
カ
リ
エ
ス
三
度
目
の
再
発
、
入
院
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
大
学

紛
争
勃
発
。
大
学
は
開
講
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
間
に
私
は
、
根
治
を
目
指
し
て
切
開
手
術
を
行
う
こ
と
に
し
、
患

部
の
骨
を
削
り
取
り
、
肋
骨
の
骨
を
取
っ
て
、
脊
椎
に
埋
め
込
む
手
術
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
ほ
ぼ
半
年
間
寝
た
き
り
の
状

態
が
続
い
た
が
、
幸
い
手
術
は
成
功
し
た
。
十
年
間
再
発
し
な
け
れ
ば
根
治
し
た
と
言
わ
れ
る
。
回
復
後
は
、
寝
た
き
り
患
者

の
病
室
を
訪
問
し
、
落
語
の
口
演
な
ど
で
慰
問
す
る
。

昭
和
四
十
四
年
九
月
、
復
学
。
紛
争
が
安
田
講
堂
の
攻
防
を
最
後
に
一
応
収
束
し
た
。
東
大
で
は
、
四
十
四
年
後
期
の
半
年
を
以
て

一
年
間
と
み
な
す
と
い
う
特
例
措
置
を
決
め
た
。
こ
の
年
の
始
め
に
私
は
完
治
し
て
退
院
し
、
自
宅
で
静
養
中
だ
っ
た
の
で
、

復
学
の
手
続
き
を
し
た
が
、
学
生
課
で
、
在
学
中
の
学
生
に
限
る
特
例
な
の
で
、
休
学
中
の
学
生
は
対
象
外
で
あ
る
、
来
年
の

四
月
を
待
っ
て
復
学
す
る
か
、
九
月
か
ら
四
月
ま
で
は
卒
業
に
必
要
な
在
学
期
間
に
含
め
ず
に
今
復
学
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
を



選
択
せ
よ
と
言
わ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
半
年
余
分
に
在
学
す
る
方
を
選
ん
だ
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
、
東
京
大
学
落
語
研
究
会
に
入
会
。
顧
問
の
飯
島
友
治
先
生
・
三
遊
亭
小
圓
朝
師
に
付
き
多
く
の
事
を
学
ぶ
。

普
通
よ
り
長
い
在
学
期
間
を
利
用
し
て
、
時
間
を
か
け
て
卒
業
論
文
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
、
テ
ー
マ
を
落
語
の
祖
と
も
言
わ

れ
る
説
経
の
名
手
「
無
住
」
に
決
め
た
。

昭
和
四
十
七
年
三
月
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
課
程
卒
業
。

昭
和
四
十
七
年
四
月
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
。

昭
和
四
十
八
年
五
月
、
最
初
の
論
文
「
雑
談
集
巻
四
を
め
ぐ
っ
て
」
を
『
国
語
と
国
文
学
』
に
発
表
。
卒
業
論
文
の
一
部
だ
っ
た
。

以
後
の
数
本
の
論
文
は
す
べ
て
卒
業
論
文
か
ら
切
り
出
し
た
も
の
。

　
　

こ
の
頃
か
ら
国
語
研
究
室
助
手
の
安
田
尚
道
氏
（
後
、
青
山
学
院
大
学
教
授
）
の
お
供
を
し
て
、『
三
宝
絵
』
東
大
寺
切
の
調

査
を
始
め
る
。
安
田
氏
の
紹
介
で
、
田
中
親
美
邸
で
の
古
筆
研
究
会
に
も
出
席
し
、
春
名
好
重
・
萩
谷
朴
先
生
等
の
先
達
の
知

遇
を
得
る
。

昭
和
五
十
年
三
月
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

昭
和
五
十
年
四
月
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
進
学
。
私
立
武
蔵
高
等
学
校
講
師
（
五
十
三
年
三
月
ま
で
）
・

東
京
大
学
医
学
部
付
属
助
産
婦
学
校
講
師
（
六
十
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
二
年
四
月
、
博
士
課
程
二
年
修
了
時
に
、
実
践
女
子
大
学
文
学
部
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
。

　
　

当
時
は
、
歌
人
で
も
あ
る
木
俣
修
先
生
が
学
科
主
任
で
、
他
に
、
三
谷
栄
一
、
阿
部
秋
生
、
浦
山
政
雄
、
阿
部
吉
雄
、
福
島
邦

道
、
内
尾
久
美
、
岡
村
和
江
、
新
田
大
作
、
佐
藤
昭
夫
、
田
中
有
と
い
う
諸
先
生
が
居
並
ん
で
お
り
、
そ
こ
へ
私
と
、
東
京
教



育
大
学
か
ら
筑
波
大
学
へ
の
移
転
に
反
対
さ
れ
て
退
職
な
さ
っ
た
分
銅
惇
作
先
生
と
の
二
人
が
新
任
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

昭
和
五
十
二
年
五
月
、「『
撰
集
抄
』
形
成
私
論
」
を
『
国
語
と
国
文
学
』
に
発
表
。
無
住
関
係
以
外
の
初
め
て
の
論
文
。
こ
れ
は
修

士
論
文
か
ら
切
り
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
五
十
三
年
三
月
、
阿
部
知
子
と
結
婚
。

昭
和
五
十
三
年
七
月
、
第
四
回
日
本
古
典
文
学
会
賞
受
賞
。
主
に
、
卒
業
論
文
と
修
士
論
文
を
基
に
し
た
論
文
が
評
価
の
対
象
だ
っ

た
の
で
、
研
究
者
と
し
て
何
と
か
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
と
の
ほ
の
か
な
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
五
十
五
年
四
月
、
立
教
大
学
文
学
部
助
教
授
に
転
じ
た
。

　
　

前
年
に
在
職
中
に
亡
く
な
っ
た
長
野
嘗
一
先
生
の
後
任
だ
っ
た
。
宇
野
義
方
、
小
田
切
進
、
松
崎
仁
、
井
上
宗
雄
、
前
田
愛
、

守
屋
省
吾
の
諸
先
生
、
そ
れ
に
学
部
は
一
般
教
育
部
だ
っ
た
が
、
日
本
文
学
科
と
し
て
は
同
僚
だ
っ
た
佐
藤
善
也
、
平
山
城
児
、

加
藤
定
彦
の
三
先
生
が
お
り
、
私
よ
り
若
い
の
は
加
藤
さ
ん
だ
け
だ
っ
た
。
こ
ち
ら
も
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
が
、
立
教

は
聖
公
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
、
自
由
、
平
等
、
博
愛
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、
か
つ
、
大
学
紛
争
を
教
員
と
学
生

が
徹
底
的
に
話
し
合
う
こ
と
で
解
決
し
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
、
明
る
く
、
自
由
に
物
が
言
え
、
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
文
学
部
で
は
、
紛
争
以
来
の
習
わ
し
で
、
四
十
代
以
前
の
若
手
教
員
が
学
科
の
枠
を
越
え
て
、
自
由
に
意
見
交
換
す
る
若

手
の
会
と
い
う
の
が
あ
り
、
飲
み
か
つ
食
い
な
が
ら
大
学
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
合
う
機
会
が
あ
っ
た
。
当
時
の
メ

ン
バ
ー
は
、
木
村
靖
二
（
ド
イ
ツ
史
、
後
、
東
大
教
授
→
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
教
授
）
・
松
平
信
久
（
教
育
学
、
後
、

立
教
学
院
院
長
）、
関
正
勝
（
組
織
神
学
、
後
立
教
学
院
理
事
・
聖
公
会
神
学
院
校
長
）、
押
見
輝
夫
（
心
理
学
、
後
、
立
教
大



学
総
長
）
等
々
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
、
腹
蔵
な
く
語
り
合
え
た
の
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

　
　

四
月
、
文
部
省
国
文
学
研
究
資
料
館
国
文
学
文
献
資
料
調
査
員
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
ま
で
）

　
　

七
月
に
長
女
涼
子
誕
生
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
文
部
省
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
目
録
委
員
（
平
成
六
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
、
武
蔵
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
非
常
勤
講
師
（
六
十
三
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
九
年
四
月
、
跡
見
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
六
十
一
年
三
月
ま
で
）

昭
和
六
十
一
年
四
月
、
成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
元
年
三
月
ま
で
）

昭
和
六
十
二
年
四
月
、
立
教
大
学
文
学
部
教
授
と
な
る
。

平
成
三
年
四
月
、
聖
心
女
子
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）

平
成
三
年
四
月
、
跡
見
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）

平
成
四
年
四
月
、
日
本
文
学
科
長
に
な
る
と
と
も
に
、
八
学
科
の
科
長
会
の
座
長
を
務
め
る
。

　
　

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）

平
成
六
年
九
月
、
立
教
大
学
を
退
職
。

平
成
六
年
十
月
、
東
京
大
学
文
学
部
教
授
に
転
じ
た
。

　
　

立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
十
年
三
月
ま
で
）

平
成
七
年
四
月
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
教
授
に
配
置
換
え
（
大
学
院
大
学
に
移
行
）

　
　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
（
九
月
ま
で
、
集
中
講
義
）



平
成
七
年
五
月
、
跡
見
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
八
年
三
月
ま
で
）。
和
田
英
道
氏
急
逝
の
後
を
急
遽
引
き

受
け
た
も
の
。

平
成
八
年
四
月
、
実
践
女
子
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
非
常
勤
講
師
兼
文
芸
資
料
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
（
平
成
十
年
三
月
ま
で
）

平
成
九
年
四
月
、
跡
見
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
十
一
年
三
月
ま
で
）

平
成
九
年
十
一
月
、
輔
仁
大
学
（
台
湾
）
の
招
聘
を
受
け
、
大
学
院
の
集
中
講
義
に
訪
台
。

平
成
十
年
四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
十
一
年
三
月
ま
で
）

　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
十
一
年
三
月
ま
で
）
・
財
団
法
人
東
京
大
学
出
版
会
評
議
員
（
平
成
十

五
年
三
月
ま
で
）

平
成
十
一
年
三
月
、
東
京
大
学
よ
り
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
。

平
成
十
一
年
四
月
、
東
京
大
学
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
（
ス
イ
ス
）
の
交
流
協
定
の
一
環
と
し
て
、
六
か
月
間
、
客
員
教
授
と
し
て
、

ス
イ
ス
に
赴
任
。

　
　

長
期
滞
在
を
利
用
し
て
、
ス
イ
ス
各
地
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
・
シ
ャ
ル
ト
ル
等
）
・
イ
タ
リ

ア
（
ミ
ラ
ノ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等
）
・
ド
イ
ツ
（
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
ケ
ル
ン
・
ボ
ッ
フ
ム
等
）
な
ど
、
ア
ル
プ
ス
の
山
々
と

美
術
館
を
中
心
に
歩
い
た
。

平
成
十
二
年
四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
）

平
成
十
二
年
七
月
、
東
京
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
に
選
任
さ
れ
る
。（
平
成
十
四
年
六
月
ま
で
）

　
　

留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
の
役
回
り
と
し
て
、「
文
部
科
学
省
外
国
人
留
学
生
の
選
考
等
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
協
力
者
」、「
文
部



科
学
省
私
費
外
国
人
留
学
生
学
習
奨
励
費
給
付
制
度
受
給
者
選
考
委
員
」、「
文
部
科
学
省
ヤ
ン
グ
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

推
進
協
議
会
委
員
」
な
ど
を
務
め
た
。
留
学
生
課
長
か
ら
、
東
大
は
恩
恵
を
受
け
る
学
生
が
多
い
の
で
絶
対
に
断
ら
な
い
で
く

れ
と
釘
を
刺
さ
れ
た
の
で
、
逃
げ
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ノ
ー
財
団
が
、
全
国
十
大
学
程
度
を
選
ん
で
、

フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
を
援
助
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
協
議
会
に
も
相
当
な
回
数
出
席
し
、
学
長
サ
イ
ド
と
の

橋
渡
し
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
に
滞
在
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
　

財
団
法
人
吉
田
育
英
会
評
議
員
（
平
成
十
九
年
七
月
ま
で
）
も
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
拝
命
。
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
創
立
者
が
私
財
を
投
じ

て
設
立
し
た
奨
学
金
給
付
団
体
で
、
主
に
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
を
援
助
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
、
財
団
法
人
日
本
古
典
文
学
会
評
議
員
（
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
）

平
成
十
三
年
十
一
月
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
西
交
流
と
日
本
─
世
界
か
ら
み
た
日
本
、
日
本
か
ら
み
た
世
界
」（
東
京
大
学
・

財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
協
会
共
催
）
を
、
実
行
委
員
長
と
し
て
、
東
京
国
際
交
流
館
に
て
実
施
。

平
成
十
四
年
三
月
、
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
外
部
評
価
委
員
を
務
め
る
。

平
成
十
六
年
四
月
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
・
同
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
）

平
成
十
七
年
四
月
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
外
部
評
価
委
員（
平
成
二
〇
年
十
一
月
ま
で
）

平
成
十
八
年
三
月
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
を
定
年
に
よ
り
退
職

平
成
十
八
年
四
月
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

　
　

武
蔵
大
学
人
文
学
部
日
本
・
東
ア
ジ
ア
文
化
学
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
）

平
成
十
八
年
五
月
、
東
京
大
学
名
誉
教
授



平
成
十
九
年
二
月
、
大
阪
外
国
語
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
外
部
評
価
委
員
（
三
月
、
実
地
調
査
及
び
報
告
会
。
四
月
、

報
告
書
公
開
）

平
成
十
九
年
六
月
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
員
（
平
成
二
十
六
年
三
月
ま
で
）

平
成
十
九
年
十
一
月
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
水
準
外
部
評
価
委
員
（
平
成
二
十

年
六
月
ま
で
）

平
成
二
十
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
学
術
院
非
常
勤
講
師
（
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
）

　
　

四
月
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
会
議
委
員
（
現
在
に
至
る
）

　
　

十
一
月
、
成
城
大
学
評
議
員
（
平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
十
三
年
四
月
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
）。
前
年
末
に
前
研
究
科
長
の
小
林
義
武
先

生
が
病
気
入
院
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
三
月
ま
で
研
究
科
長
代
行
を
務
め
た
が
、
正
式
に
選
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
を
定
年
退
職

　
　
（
所
属
学
会
）

中
世
文
学
会
・
説
話
文
学
会
・
仏
教
文
学
会
・
和
歌
文
学
会
・
中
古
文
学
会
・
和
漢
比
較
文
学
会
・
西
行
学
会
・
東
方
学
会
・
東
京

大
学
国
語
国
文
学
会
・
立
教
大
学
日
本
文
学
会
・
成
城
大
学
国
文
学
会
・
絵
解
き
研
究
会
（
解
散
）

　
　
（
著
述
目
録
）

　
　
　
　

単
著
・
編
著



『
古
筆
切
で
読
む　

く
ず
し
字
練
習
帳
』（
単
著
）�

平
成
十
八
年
六
月　

新
典
社

『
説
話
の
界
域
』（
単
編
）�

平
成
十
八
年
七
月　

笠
間
書
院

『
三
宝
絵
を
読
む
』（
小
林
真
由
美
・
小
峯
和
明
と
共
編
）�

平
成
二
十
年
二
月　

吉
川
弘
文
館

『
無
住
―
研
究
と
資
料
』（
監
修
）�

平
成
二
十
三
年
十
二
月　

ア
ル
ム

　
　
　
　

論
文
そ
の
他

平
成
十
八
年
七
月
「
説
話
の
界
域　

総
論
」『
説
話
の
界
域
』
笠
間
書
院

平
成
十
八
年
十
二
月
「
賞
の
意
義
―
過
去
と
未
来
へ
―
」『
日
本
古
典
文
学
会
会
報
別
冊　

日
本
古
典
文
学
会
の
あ
ゆ
み
』
財
団
法

人
日
本
古
典
文
学
会

平
成
十
九
年
三
月
「
民
間
伝
承
に
お
け
る
土
地
の
創
生
と
神
を
め
ぐ
っ
て
」『
成
城
国
文
学
』
23
号

平
成
十
九
年
三
月
「
怪
異
の
語
り
方
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
を
中
心
に
―
」『
成
城
国
文
学
論
集
』
31
輯

平
成
十
九
年
三
月
「
異
常
気
象
と
桜
―
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
―
」『
成
城
教
育
』
第
135
号
、
成
城
学
園
教
育
研
究
所 

平
成
十
九
年
七
月
「『
沙
石
集
』
の
諸
本
と
無
住
の
唱
導
」『
説
話
文
学
研
究
』
42
号

平
成
十
九
年
九
月
「
芥
川
と
『
今
昔
物
語
集
』」『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
第
２
次
）
月
報
９
、
岩
波
書
店

平
成
十
九
年
九
月
「
中
世
文
芸
と
唱
導
」『
解
釈
と
鑑
賞
』
第
72
巻
10
号

平
成
二
十
年
二
月
「
田
中
親
美
翁
写
東
大
寺
切
に
つ
い
て
」『
三
宝
絵
を
読
む
』、
吉
川
弘
文
館

平
成
二
十
年
三
月
「
中
世
文
学
に
お
け
る
対
話
」『
第
31
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』、
国
文
学
研
究
資
料
館



平
成
二
十
年
三
月
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
一
）
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
」『
成
城
国
文
学
』
24
号

平
成
二
十
年
三
月
「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
―
「
笑
い
」
の
語
り
方
」『
中
世
文
学
の
回
廊
』、
勉
誠
出
版

平
成
二
十
年
四
月
「
貴
重
書
紹
介　

伝
冷
泉
為
相
筆
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
二
巻
」『
図
書
館
暦
』 

100
号

平
成
二
十
年
十
二
月
「
古
筆
と
絵
巻
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
73
巻
12
号

平
成
二
十
年
十
二
月
「
中
世
私
家
集
の
断
簡
三
種
―
『
公
経
集
』
・
『
道
玄
集
』
・
存
疑
『
親
清
四
女
集
』
等
に
つ
い
て
―
」『
成

城
文
芸
』
205
号

平
成
二
十
一
年
三
月
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
二
）
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
」『
成
城
国
文
学
』
25
号

平
成
二
十
一
年
三
月
「
古
筆
切
の
中
の
連
歌
切
二
種
」『
成
城
大
学
国
文
学
論
集
』
32
輯

平
成
二
十
二
年
一
月
「
捏
造
さ
れ
た
伝
承
」『
民
俗
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
』
87

平
成
二
十
二
年
三
月
「
模
写
・
記
録
・
贋
作
―
古
筆
切
研
究
の
悩
ま
し
さ
―
」『
成
城
文
芸
』
210
号

平
成
二
十
二
年
三
月
「
某
家
所
蔵
古
筆
切
等
に
つ
い
て
―
中
院
切
・
小
松
切
・
長
柄
切
そ
の
他
―
」『
成
城
国
文
学
論
集
』
33
輯

平
成
二
十
二
年
三
月
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
三
）
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
」『
成
城
国
文
学
』
26
号

平
成
二
十
三
年
三
月
「
某
家
所
蔵
古
筆
切
等
に
つ
い
て
（
続
）」『
成
城
国
文
学
論
集
』
34
輯

平
成
二
十
三
年
三
月
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
四
）
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
」『
成
城
国
文
学
』
27
号

平
成
二
十
四
年
三
月
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
五
）
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
」『
成
城
国
文
学
』
28
号

平
成
二
十
四
年
六
月
「
断
片
か
ら
探
る
中
世
文
学
―
佚
文
・
断
簡
お
よ
び
目
録
と
中
世
文
学
研
究
―
」『
中
世
文
学 

』
第
57
号

平
成
二
十
五
年
三
月
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
六
）
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
」『
成
城
国
文
学
』
29
号



平
成
二
十
五
年
三
月
「
成
城
大
学
所
蔵
古
筆
手
鑑
『
も
ゝ
ち
ど
り
』
概
要
」『
成
城
国
文
学
論
集
』
35
輯

平
成
二
十
六
年
三
月
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
七
）
―
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
―
」『
成
城
国
文
学
』
30
号

平
成
二
十
六
年
三
月
「
説
話
を
読
み
解
く
─
宇
治
拾
遺
物
語
の
戦
略
─
」『
成
城
国
文
学
論
集
』
36
輯

　
　
　

＊�
成
城
大
学
着
任
以
前
の
著
書
・
論
文
等
に
つ
い
て
は
、『
説
話
の
界
域
』（
平
成
十
八
年
七
月
刊
）
所
収
「
小
島
孝
之
著
作

目
録
」
に
記
載
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
成
城
大
学
着
任
以
後
の
も
の
に
限
定
し
た
。




